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地域社会の一員として。

これまでも、これからも、

私たちは、地域の皆さまと共に歩み続けます。

2018年度社会貢献活動計画

１．地域の復興・活性化を後押しするとともに、金融サービスの提供を通じた社会貢

献活動を推進してまいります。

２．将来の担い手の育成に貢献するため、子どもたちや若者向けに、当行の実務知識

やノウハウを活かした金融教育等の支援に積極的に取り組んでまいります。

３．社会貢献に対する役職員の意識の高揚を図るため、地域行事への参加や環境への

取組みなどを積極的に推進してまいります。

社会貢献活動の基本方針

当行では、6つのテーマを掲げ、さまざまな社会貢献活動に取り組んでおります。

地域社会の一員として地域社会との交流を深めるとともに、文化・教育振興支援、

 

社会福祉活動等の社会貢献の継続的な活動を通じ、地域との共栄、地域奉仕を

 

実践してまいります。

１．社会貢献活動

環境問題への取組み地域との交流 金融教育の支援

文化活動の後援 スポーツの振興 社会福祉への貢献



「一店舗一貢献運動」の実施【140周年記念事業】

１．社会貢献活動
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創業140周年を迎えるにあたり、地域社会の一員として地域との交流を深めるととも

 

に、社会貢献に対する当行行員の意識の高揚を図るため、「一店舗一貢献運動」を実施

 

しております。本運動は、当行の営業店142ヵ店全て（振込専用支店を除く）の営業店

 

において、当行で掲げる6つのテーマに沿った社会貢献活動を選定のうえ8月から12月末

 

までの期間中に実施するものです。

地域の夏祭りにボランティアスタッフ

 

として参加（涌谷支店）

特別養護老人ホームを訪問

（本店営業部、芭蕉の辻支店）
店周の清掃を実施

（旭ヶ丘支店）

硬式野球部による野球教室を開催

（多賀城支店）

小学生に金融教育支援を実施

（福島支店）

【地域との交流】

【環境問題への取組み】

【⾦融教育の⽀援】

【⽂化活動の後援】

【スポーツの振興】

【社会福祉への貢献】

⼀店舗
⼀貢献運動

園児が制作した「山車」を展示する

 

ロビー展を開催（岩ヶ崎支店）



１．社会貢献活動

－

 

71 －

・ロビー展の開催

・「子ども110番の家」の活動

地域の防犯活動支援の一環として、宮城県警察と連携し

 

「子ども110番の家」の活動を行っております。

本活動は、不審者に声をかけられた場合などに、最寄り

 

の当行営業店に駆け込んでいただき、当行が警察等に連絡

 

するなど、地域ぐるみで子どもたちの安全を守っていく

 

取組みです。

営業店のロビー等を開放し、写真展や絵画展を開催するなど、地域のさまざまな活動

 

を紹介しております。

2018年度上半期には仙台・作並回文の里づくり実行委員会による「第20回日本ことば

 

遊び回文コンテスト」の入選作品を一番町支店のショーウィンドーに掲示したほか、扇

 

町支店では市内の保育園の園児たちが描いた絵画をロビーに展示するロビー展を開催い

 

たしました。

・地域行事への参加

2018年5月、第34回「仙台青葉まつり」が開催され、行員約180名が祭りのハイライト

 

である山鉾巡行に参加いたしました。当行の「七福大太鼓山鉾」の勇壮な太鼓の響きと

 

引手の威勢のよい掛け声、さらに踊り手の華麗な演舞に観客から拍手と声援が送られま

 

した。

毎年8月に開催される仙台七夕まつりでは、祭りの会場となるアーケード内の営業店

 

と本店営業部前に七夕飾りを飾っているほか、毎年1月に行われる小正月の伝統行事で

 

あるどんと祭では、大崎八幡宮へ裸参りを行っており、2018年1月、約70名の行員が参

 

加いたしました。

各営業店も地域のお祭りや各種イベントなどへの積極的な参加を通じ、地域との交流

 

を図っております。2018年8月、気仙沼みなとまつりに約30名、わたりふるさと夏祭り

 

に約20名が参加したほか、同年9月には、竹駒神社において秋季大祭が行われ、65名の

 

行員が神輿を担いで岩沼市内を巡行いたしました。

また、当行和太鼓同好会は、地域のお祭りや各種イベントにおいて演舞を披露したほ

 

か、単独公演の開催や和太鼓教室の開催をしております。

地域との交流

仙台青葉まつり 仙台七夕まつり 竹駒神社秋季大祭



環境問題への取組み

地域金融機関として環境に対する当行の考え方を明確化し、地域の自然環境を保全し環境

 

負荷の軽減を図る取組みを積極的かつ継続的に推進するため、「環境方針」を制定し、公表

 

しております。

 

本方針のもと、持続可能な社会の形成に向け、環境保全活動を推進してまいります。

１．社会貢献活動

環 境 方 針

－
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七十七銀行は、良き企業市民として、美しく豊かな自然環境を守り、次の世代により

 

良く引き継いでいく社会的責務があると考えています。

当行は、経営の基本理念である行是の第一に掲げる「奉仕の精神の高揚」という考え

 

方のもと、地域社会と共生する企業を目指し、持続可能な社会の形成に向け環境保全

 

活動に積極的かつ継続的に取り組んでまいります。

【基本理念】

【行動指針】

１．環境に関連する法規制、協定およびその他当行が同意する事項を遵守します。

 

２．省エネルギー、省資源およびリサイクル活動を推進し、環境負荷の軽減に努めます。

 

３．環境に配慮した金融商品、サービスの提供により、環境保全に取り組むお客さまを

 

支援します。

 

４．役職員一人ひとりが環境問題に対する認識を深め、地域社会の環境保全活動を推進

 

するために、啓発活動に取り組みます。

・森林保全活動の実施【140周年記念事業】

当行では、創業140周年記念事業の一環として、2018年9月に宮城県等と締結した「みやぎ

 

海岸林再生

 

みんなの森林づくり活動」の協定に基づき、仙台市荒浜地区で役員と2018年度

 

の新入行員がクロマツの苗木1,000本を植樹しました。植樹地は「七十七

 

未来の森～Ｆｏｒ

 

ｔｈｅ

 

Ｆｕｔｕｒｅ～」と命名し、災害から地域を守る海岸防災林となるよう管理してま

 

いります。

また、当行は「日本の森を守る地方銀行有志の会」のメンバーとして、美しい健全な自然

 

を次世代に引き継いでいくための活動も行っており、2013

 

年4

 

月に仙台市で開催された「日

 

本の森を守る東北サミット」では、クロマツの苗木750本を植樹し、5年間管理を行った後、

 

2018年3月に成長したクロマツを林野庁へ返還いたしました。
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１．社会貢献活動

・金融商品・サービスを通じた環境保全活動

当行では、金融商品・サービスを通じて、環境保全活動等の社会貢献活動に積極的に

 

取り組む企業や、個人のお客さまを支援しております。

《事業者向け商品》

地球温暖化防止、リサイクル関連設備導入等に取り組む企業を対象とした「＜七十七＞

 

社会貢献活動支援ローン」および「７７社会貢献私募債（企業支援型）」をお取扱いして

 

おります。

《個人のお客さま向け商品》【140周年記念事業】

環境配慮型企業等への投資を対象とした投資信託 「フィデリティ・スリー・ベーシック・

 

ファンド（水と大地とエネルギー）」をお取扱いしているほか、エコカー等を購入するお客さ

 

まに対し、マイカープランの金利引下げを実施しております。

また、「＜七十七＞ＥＳＧ日本株オープン（みやぎの絆）」は、創業140周年を記念し、

 

取扱いを開始いたしました。本ファンドは、当行が受け取る信託報酬の一部を震災により

 

壊滅的な被害を受けた海岸防災林の再生活動のため寄付いたします。

環境省が実施する「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」に参加し、銀行施設の

 

一部のライトダウンを実施するなど、地球温暖化防止に向けた取組みを行っております。

《ライトダウンキャンペーンへの参加》

エネルギー使用量の削減などを通じた温室効果ガス排出削減に貢献するため、低炭素

 

社会実現に向けた気候変動キャンペーン「Ｆｕｎ

 

ｔｏ

 

Ｓｈａｒｅ」に賛同企業として

 

参加し、地球温暖化防止に向けた取組みを行っております。

《Ｆｕｎ

 

ｔｏ

 

Ｓｈａｒｅ宣言への賛同》

・啓発活動などの環境保全活動

《燃料電池自動車の導入》

環境負荷の軽減を図るとともに、政府や宮城県が進める

 

水素エネルギーの利活用を後押しするため、トヨタ自動車

 

の燃料電池自動車「ＭＩＲＡＩ」を2017年8月に2台導入し、

 

営業車両として利用しております。

 

なお、当行ではガソリン等の使用による温室効果ガス排

 

出の抑制を図るため、営業車両などの更新、追加の際は、

 

ハイブリッド車等環境に配慮した車両を導入しております。

温室効果ガス排出削減および節電対策の一環として、夏

 

期にクールビズ、冬期にウォームビズを実施しております。

 

夏期は室内温度を28℃、原則上着・ネクタイの着用を不

 

要とする軽装とし、冬期は室内温度を20℃として暖かい服

 

装で勤務するなど、地球温暖化防止への意識高揚にも貢献

 

しております。

《クールビズ・ウォームビズの実施》

・環境負荷の軽減に向けた取組み
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１．社会貢献活動

《リサイクル・省資源への取組み》

営業店の文書・帳票などの情報資産管理の厳格化と事務効率化を図るため、文書管理シス

 

テムを導入しております。文書保存用ファイルは、とじ具を含め100

 

％紙製のものを使用し、

 

保存期限が経過した情報資産をファイルのまま溶解のうえリサイクルできるようにしており

 

ます。

 

また、大量に使用する伝票や封筒、印刷物についての再生紙利用、ペーパーレス化の推進、

 

グリーン購入の推進など、日常的な環境負荷の軽減にも努めております。

《環境に配慮した店舗の設置》

ＬＥＤ照明および省エネ型空調機を導入した「環境対応店舗」として、2018

 

年度上半期は

 

大学病院前支店、のぞみ野出張所、西中田支店を新築・開店いたしました。

 

また、省エネルギーへの取組みを強化するため、建替えを予定している店舗等を除いた全

 

ての店舗およびキャッシュサービスコーナーを対象に、営業室やロビー等の照明を蛍光管か

 

らＬＥＤへ切替えております。

《省エネ型空調機への切替え》

既存設備の更新時期に合わせ、省エネ型空調機への切替えを推進しております。

《環境に配慮した素材を使用した通帳の取扱い》

通帳の素材に再生紙としてリサイクルが可能な「紙クロス」を使用しているほか、焼却時

 

の有毒ガス発生を抑制するため、印刷塗料に「植物油インキ」を使用し、磁気ストライプに

 

は「脱塩化ビニル」の素材を採用しております。

また、これまで口座開設アプリおよびインターネットバ

 

ンキングを通じてのみ選択可能としていた「ＷＥＢ通帳」

 

を、2018年4月より、窓口での口座開設時にも選択いただけ

 

るように変更し、推進しております。

「ＷＥＢ通帳」とは、紙の通帳を発行しないかわりに、

 

インターネットバンキングなどＷＥＢ上で残高照会や取引

 

明細照会を行っていただくエコで便利な通帳です。
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１．社会貢献活動

・東北学院大学提供講座

地域経済の発展と人材育成に資する教育研究を通じて

 

地域への社会貢献を推進することを目的に、2011年度よ

 

り、東北学院大学経営学部において「七十七銀行提供講

 

座」を開講しております。

銀行業務の具体的内容や最近の金融動向および地域金

 

融機関の役割等について、当行行員が講義を行う本講座

 

は、今年度で8回目となり、2018年9月の開講から、272名

 

の学生が受講しております。

金融教育の支援

人生設計や生活防衛に不可欠な金融経済知識を習得する教育

 

事業を通じて、地域への社会貢献を図るため、特定非営利活動

 

法人金融知力普及協会との共催により、全国高校生金融経済ク

 

イズ選手権「エコノミクス甲子園」宮城大会を2009年度より開

 

催しております。2018年12月には、10回目となる宮城大会を当

 

行本店で開催いたします。

・全国高校生金融経済クイズ選手権「エコノミクス甲子園」宮城大会

・体験型教育プログラム「スチューデント・シティ」の活動

・七十七銀行金融資料館【140周年記念事業】

創業120周年を記念し、地域の皆さまの長年のご愛顧への感謝を込めて1998年12月に開

 

設した金融資料館では、展示パネルや実物資料、映像、体験展示などを通して、お金の

 

歴史と役割、銀行の誕生と発展、宮城県や日本の産業経済等をわかりやすく紹介してお

 

ります。2018年度上半期は、小・中学校計38校の学生を含む約900名の皆さまにご来館い

 

ただき、金融教育の場にご活用いただきました。

なお、創業140周年を記念し、金融資料館をリニューアルしております。

所在地：七十七銀行本店4階

 

入館無料

開館時間：平日9:00～15:00（銀行休業日は休館）

（営業統轄部営業企画課

 

022-211-9711）

当行では、本プログラムの協賛企業として、銀行窓口を再現したブースを設置するとと

 

もに、運営ボランティアの派遣を行っております。2018年度上半期は、54校4,307名が参

 

加いたしました。

2014年9月より仙台市が開設した就業体験施設「仙台子

 

ども体験プラザ－Ｅlem

 

」において 、小学生向け体験型教

 

育プログラム「スチューデント・シティ」の活動を行って

 

おります。

 

本プログラムは、再現された店舗・事務所での従業員や

 

顧客としての体験を通じて、経済や社会の仕組み、仕事の

 

流れなどについて学ぶもので、仙台市の公立小学校5、6年

 

生の授業のカリキュラムの一部として行われます。
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１．社会貢献活動

・七十七ふれあいコンサート

「七十七ふれあいコンサート」は、地域の小・中学生

 

の皆さまに生のオーケストラ演奏に接する機会を提供する

 

ことを目的に、仙台フィルハーモニー管弦楽団に協力いた

 

だき、1992年度から継続して開催しているコンサートです。

2018年5月、女川町立女川中学校においてコンサートを

 

開催し、女川町内の小・中学校・高等学園の児童、生徒お

 

よびご父兄等約500

 

名の皆さまに迫力ある演奏を鑑賞いた

 

だいたほか、オーケストラの楽器紹介や指揮者体験をお楽

 

しみいただきました。

・七十七スターライトシンフォニー

文化活動の後援

仙台市民の手作りによる冬の風物詩として定着している

 

“SENDAI光のページェント”を、当行も市民の一員として

 

盛り上げていくため、1991年より「七十七スターライトシ

 

ンフォニー」と題してチャリティーコンサートを開催して

 

おります。

27回目となる今年は、五輪真弓さんをゲストに迎え、仙

 

台フィルハーモニー管弦楽団の演奏をバックに数々のヒッ

 

トナンバーをお届けするとともに、震災復興や光のペー

 

ジェントの運営等に役立てていただけるよう募金活動を実

 

施いたします。

・文化活動への協賛

地域の文化振興に貢献するため、多くの文化活動、祭・催し物等への協賛を行っており

 

ます。2018年度上半期は「第62回全東北ピアノコンクール」、「第34回仙台・青葉まつ

 

り」、「第55回宮城県芸術祭」、「第49回仙台七夕花火祭」等への協賛を行いました。
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１．社会貢献活動

・「ベガルタ仙台」冠試合の開催

2018年4月、サッカーＪ1リーグ「ベガルタ仙台VS北海道

 

コンサドーレ札幌」戦を「『地域と共に。七十七銀行140

 

周年』マッチデー」として開催いたしました。

 

当日は宮城県内にお住まいの親子合計90名の皆さまを

 

ご招待したほか、宮城県の物産展を開催いたしました。

・地元プロスポーツチームを通じたスポーツ振興

東北楽天ゴールデンイーグルス、ベガルタ仙台、仙台

 

８９ＥＲＳのオフィシャルスポンサーとして、地元プロ

 

スポーツチームの活動を支援し、地域のスポーツ振興に

 

貢献しております。

また、フットサルのプロスポーツチームである「ヴォ

 

スクオーレ仙台」のオフィシャルスポンサーおよびベガ

 

ルタ仙台のアカデミーチーム（小学生～高校生）のユニ

 

フォームスポンサーとしても活動を支援しております。

スポーツの振興

・仙台国際ハーフマラソン大会でのボランティア活動

2018年5月、「第28回仙台国際ハーフマラソン大会」に

 

おいて、行員35名が給水スタッフとしてボランティア活

 

動を行いました。

 

当日は当行本店ビル近くに設置された給水所で給水作

 

業を行いながら、懸命に走るランナーへ熱い声援を送り

 

ました。
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１．社会貢献活動

《企業スポーツとしての大会出場実績（2018年度上半期）》

当行では、運動部の活動を通じて地域のスポーツ振興に取り組んでおります。

硬式野球部、陸上競技部、バドミントン部は、都市対抗野球大会や日本陸上競技選手権大

 

会、全日本実業団バドミントン選手権大会などの全国レベルの大会等に、またパラバドミン

 

トン競技では国際レベルの大会等に出場し、地域に明るい話題や活力を提供できるよう活動

 

しております。

・運動部の活動を通じたスポーツ振興

《技術指導等の主な取組み（2018年度上半期）》

・３部合同運動教室「７７キッズ・チャレンジ～はしる！うつ！なげる！～」の開催

【140周年記念事業】

スポーツ振興を通じて震災復興の一助になればとの思いを込め、技術指導等を積極的に行っ

 

ております。

2018年11月には、創業140周年記念事業の一環として、小学1・2年生の児童とその保護者の

 

方を対象に、当行運動部3部合同の運動教室を開催いたしました。3部が合同で指導を行うのは

 

初めてであり、約300名の参加者の皆さまに、野球、陸上、バドミントンのすべてのスポーツ

 

を体験し、楽しんでいただきました。

運動部名 出場・入賞実績

硬式野球部 ・第89回都市対抗野球大会出場

陸上競技部

・アジア競技大会2018　　 女子100ｍハードル　　第5位
・第102回日本陸上競技選手権大会
　女子100ｍハードル　　　優勝
　女子400ｍハードル　　　第4位
・第66回全日本実業団陸上競技選手権大会
  女子100mハードル　  　  優勝
　女子100m　          　 　   第4位
  女子400mハードル　    　 　第6位
  女子4×100mリレー 　    優勝
　女子走り幅跳び            第4位

・大阪インターナショナルチャレンジ　　女子シングルス　　第2位

・トルコ　パラバドミントンインターナショナル2018　　　 女子シングルス　　優勝
・ブラジル　パラバドミントンインターナショナル2018　　女子シングルス　　優勝
・JAPAN　パラバドミントンインターナショナル2018      女子シングルス　　優勝
                                                                     女子ダブルス　   　優勝

バドミントン部

運動部名 実施日 内容

陸上競技部 2018年9月 吉岡小学校の6年生の児童約120名に技術指導を実施しました。

2018年6月
女性バドミントン愛好家が集まる宮城県レディースの選手約50名に技術
指導および合同練習会を実施しました。

2018年8月
塩釜市体育協会主催のバドミントン講習会に参加した塩釜市内の中学生
約30名に技術指導を実施しました。

バドミントン部
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１．社会貢献活動

社会福祉への貢献

・七十七交通安全協力会

交通安全運動の推進とその支援・協力を行う、「七十七交通安全協力会」を組織しており

 

ます。本協力会では、交通安全意識高揚の一助となるよう､1969年から毎年、宮城県内の新

 

入学児童に「交通安全下敷」を寄贈しており、2018年度も約2万1千名の新入児童に贈呈いた

 

しました。

・企業献血による献血事業への協力

医療に必要な血液の安定的な確保に寄与するため、宮

 

城県赤十字血液センターの協力を受け、企業献血を実施

 

しております。2018年度上半期は、本店および営業店に

 

おいて移動採血車による献血を実施し、81名が参加いた

 

しました。

また、当行は、2008年に創業130周年を記念して、宮

 

城県赤十字血液センターに移動採血車1台を寄贈しており、

 

県内各地でご活用いただいております。

・七十七愛の募金会

「七十七愛の募金会」は当行がこれまで地域社会から

 

受けてきたご支援への感謝の意を表すため、1994年に社

 

会福祉事業・施設等への寄付を目的として、当行役職員

 

により設立いたしました。

2018年度上半期は、「平成30年7月豪雨」の被災地に対

 

する支援として、日本赤十字社に災害義援金196万円を贈

 

りました。また、宮城県内社会福祉協議会から推薦を受

 

けた社会福祉施設5

 

団体と、ボランティアグループ7

 

団体

・「小さな親切」運動

当行は、「小さな親切」運動宮城県本部の設立以来、

 

43年にわたりその活動の事務局を務めており、企画・運

 

営に携わっております。

毎年、仙台七夕まつりの開催前には、「夏の仙台・ク

 

リーンキャンペーン」を実施しており、2018年度は当行

 

行員110名を含む約290名が参加し、環境美化活動に取り

 

組みました。

また、毎年県内の社会福祉施設に車椅子を寄贈すると

・自動体外式除細動器(ＡＥＤ)の設置

人命救助への備えとして、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を、事務センター、泉セン

 

ター、研修所および宮城県内営業店14ヵ店（本店営業部、名掛丁、二日町、卸町、長町、

 

泉、宮町、塩釜、石巻、気仙沼、古川、佐沼、白石、岩沼）に設置しております。

に対し、総額約167万円を寄付いたしました。贈呈した募金は、施設の修繕費用、ボラン

 

ティア活動運営費などにご活用いただいております。

ともに、老人福祉施設を慰問し、演芸大会などを行っております。そのほか、県内の小学

 

校などにミニヒマワリの種子を寄贈する活動および使用済の切手の収集を行い収集実践団

 

体等へ寄贈する活動も行っております。


